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「こども誰でも通園制度」は、親の就労に関係なく 0 歳 6 ヶ月～満 3 歳未満の子どもが、時間単位で保育所
などに通える新たな子育て支援制度です。2026 年 4 月から全国で本格実施が予定されています。
一時預かりとは違い、週 2 日など短時間でも発達を見据えた “ 本物の保育 ” を行い、集団の中で遊ぶことで、
子どもの発達を促すとともに、保護者が子育てに前向きに取り組むことなどが期待されています。

汐見先生が語る「こども誰でも通園制度」。親の就労に関係なく、すべての子どもに “ 本物の保育 ” を保障し、保育を子ども
の権利へと転換していくための社会づくりの第一歩であるとの想いを紹介。

週 2 回のテーマ型保育で「誰通」を試行する花の木保育園。子どもと家庭の
変化を実感しながら、制度の課題と向き合い、地域に根ざした新しい子育て支
援モデルを紹介。

一時預かり事業とのハイブリットで運用。園と行政が課題を共有しながら、 
“ すべての子どもの権利 ” として育てていく事例を紹介。

「こども誰でも通園制度」の理念と未来型保育の必要性　汐見 稔幸

「こども誰でも通園制度」の実際❷
――切れ目のない支援の一環として
社会福祉法人芳美会 花の木保育園　齋藤 祐善、柴田 有紀

「こども誰でも通園制度」の実際❶ ――子どもと保護者のためになる制度を目指して
学校法人 thanka　加藤 裕希、嶋根 萌絵
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